
はしがき（取扱い案内）
以下のスライドは、2018年7月7日に名古屋地理学会2018年度研究報告会

（中部大学名古屋キャンパス）で発表した近藤の同名の発表スライドをPDF
化し、『外交青書2018』の地図に関する暫定評価を加筆したものです（Web
掲載にあたって画像の画質を落としています）。

本報告への学術的な見地に基づいたご批判、ご意見等は大歓迎です。参考
までに、発表当日は①白書の価値を高く見すぎ（絶対にミスしてはいけない
レベルの資料ではない）ではないか、②地図の評価が杓子定規で一方的な批
判になっているのではというご意見をいただきました。尊重すべき見解だと
思います（①は結局主権者や国際社会が白書に何を求めるのかの問題で、社
会的に「この程度大した問題じゃないよね」という人が大多数なら、それは
それで仕方ないでしょう。私個人はこのような白書とそれを出す政府を心底
軽蔑しますし、学術的見地から「よりマシ」な白書が出せる余地があると考
える限り声を上げ続けますが。②は、私個人怒りに任せて一方的に断罪しが
ちなことは承知しています。また、地図（主題図）の内容評価に厳密性が欠
けていたり主観的評価が入っていることも事実でしょう。言い訳めいて恐縮
ですが、拙報告は現状への「問題提起」だと捉えていただければ幸いです）。
どうか皆さま、ご笑覧の上、ご指導ご叱責頂戴できれば幸いです。
また、本スライドの二次的な利用は歓迎ですし、特段近藤への連絡も不要

ですが、利用にあたっては出典を示してくださるよう、お願い申し上げます。

2018年7月13日 近藤暁夫 拝



名古屋地理学会2018年度研究報告会
2018年7月7日：中部大学名古屋キャンパス
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http://www.mod.go.jp/j/publication/wp/wp2017/w2017_00.html
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『2017（平成29）年版防衛白書』巻末地図（一部加筆） 5



どこを防衛する気なんだろう・・・？

※竹島・尖閣ともに実際と100㎞程位置が違う
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間違えたのが一枚だけ
なら、まだ「ミス」で済ます
こともできるのだが・・・
水深2000mの沖縄トラフ
内に島があるわけない

『2017（平成29）年版防衛白書』397頁

「やる気がない」のか
「無能」なのか
あるいはその両方か・・・
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『2017（平成29）年版防衛白書』南スーダンPKO特集の項（７-８頁）

次スライドで拡大
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その国、地図に載ってないけど・・・
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日本語版（http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/bluebook/2017/html/index.html）
英語版（http://www.mofa.go.jp/policy/other/bluebook/2017/html/index.html）



『2017（平成29）年版外交青書』「シリア情勢」の項（109頁）

「シリア全図」という地図が
載っているが・・・
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日本政府は世界平和のためにもせめて高校レベルの世
界地理を学んでほしい

※ゴラン高原を含むシリア領クナイトラ県が丸ごとイスラエル領になっている

12



頼むから誰か校正段階で気づいて
13



問題になったHPの地図（その後修正）

ぜひとも人のふり見て我がふりも見直してもらいたい



http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/pub/pamph/j_c_sports.html
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外務省『「2007日中文化・スポーツ交流年」パンフレット』：5頁（部分）

よりによって外務省がそれをやるか？

この辺の島々の
塗りに注目
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掲載地図の枚数（件）

図1 『外交青書』掲載地図数とその出来栄えの推移
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地図名称 掲載頁 問題点・疑問点 初出

安倍総理大臣の外国訪問実績等 6モンテネグロが描画されていない。スーダン-南スーダン間の国境線が実際と異
なる。オデッサ州南部がウクライナから独立している。

2014

岸田外務大臣の外国訪問実績等 6

コソボとモンテネグロが描画されていない。スーダン-南スーダン間の国境線が実
際と異なる。南樺太がロシア領になっている。カリーニングラード州がロシア領で
なくなっている。北方領土の位置がおかしい。オデッサ州南部がウクライナから独
立している。ヨーロッパトルコの範囲がトルコ領でなくなっている。

2014

新たな外交戦略：「自由で開かれたインド太平
洋戦略」

16南スーダンが描画されていない。サハリンが描画されていない。 2017

アジア・大洋州 18コソボとモンテネグロが描画されていない。サハリン中部に国境線が描画されて
いない。

2007

北米 59中国が描画されていない。 2006

日系企業による州別雇用創出及び州知事訪
日歴

65
バンクーバー島がアメリカ領になっている。アレクサンダー諸島等がアメリカ領で
なくなっている。投影法が変。海岸線と図枠線が同一で判別しにくい。距離尺が
必要。

2017

2016年の主な出来事（各国・地域別） 76バンクーバー島がアメリカ領になっている。フォークランド諸島が描画されていな
い。

2007

欧州 81コソボとモンテネグロが描画されていない。 2007

その他の欧州地域 86-87 モナコ、アンドラ、リヒテンシュタイン、サンマリノが描画されていない。オデッサ州
南部がウクライナから独立した国になっている。距離尺が必要。

2015

中東と北アフリカ 102コソボとモンテネグロが描画されていない。 2007
シリア全図 104ゴラン高原を含むクネイトラ県全域がイスラエル領になっている。距離尺が必要。 2017

東部アフリカ地域 114ニジェールが消滅している。アラビア半島くらいは描画してもらいたい。距離尺が
必要。

2017

米軍再編の全体像 131択捉島が切断されている。距離尺が必要。 2011
日本の経済連携協定（EPA）の取組 197南スーダン、コソボ、モンテネグロが描画されていない。 2010

投資関連協定の現状 199
コソボと南スーダンが描画されていない。ウランゲリ島がロシア領でなくなってい
る。南樺太の範囲が狭い。海岸線の太さにばらつきがある。グリーンランドはデン
マークと同じ色で描画するべきではないか。

2016

日本の租税条約ネットワーク 200カリーニングラード州がロシア領でなくなっている。グリーンランドはデンマークと
同じ色で描画するべきではないか。

2016

各地域の帰国留学生会員数 223南スーダンが描画されていない。南極大陸が描画されていない。 2015
元JET参加者の会（JET Alumni Association）
支部数及び会員数

223南スーダンが描画されていない。南極大陸が描画されていない。 2015

表1 2017年版『外交青書』掲載の致命的な誤りがある地図とその初出年一覧
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2017年版外交青書：59頁

中国を地上から抹消してしまったこと
自体は作図時にポリゴンの扱いを
誤った単純なミスであり、殊更に責める
のは酷である。しかし、2006年版の
青書から11年に渡って、中国が消された
状態の全く同じ地図が使われ続けている
ことは、言い逃れできない問題だろう。

青書を刊行する側に、毎年図版をチェックし、反省して
改善しようとする意志がない証拠と捉えられるからである。



『外交青書』に掲載された初めての地図図版（1973年版外交青書：783頁）
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（「1972年度における主要な武力紛争（部分）」1973年版外交青書：783頁）

いくら手描きの図だとしても、地図の主題上、
ペルシャ湾や東地中海くらいは描画してもらいたかった。
これだとイスラエルやクウェイトが内陸国になる。
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（「1972年度における主要な武力紛争（部分）」1973年版外交青書：783頁）

海岸線が意味不明。マレー半島が一本の線に？
手描きだとしても、小学生でももう少しマシなものを描ける。
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日本近海に「ムー大陸」出現！

2002年版外交青書：136頁（部分）

ミスをしたこと自体よりも、章の扉絵かつ日本近海という
条件にも関わらず、ミスを校正段階で誰も気が付かな
かったという事実の方が恐ろしい。

拡大

この辺も怪しい
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2002年版外交青書：136頁（部分）

カナダ領バンクス島

謎のムー大陸

2002年版外交青書：148頁（部分）

「ムー大陸」の正体はカナダの
バンクス島と考えられる

2000年前後を境に、地図図版の作成は手描きから
PC作図の時代に転換した。ポリゴン（島）のコピペのミス
自体はよくあることなのだが、それにしても・・・
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2002年版外交青書：148頁

2002年版外交青書：167頁

今度はカナダ領ニューファンド
ランド島らしきものが旧ソ連に

PC作図においてポリゴンのコピペミスは付き物とはいえ、
同じ青書で2回も犯し、なおかつ校正で修正できないのは
到底プロの仕事とはいえない。 29
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掲載地図の枚数（件）

図2 『防衛白書』掲載地図数とその出来栄えの推移
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地図名称 掲載頁 問題点・疑問点 初出

南スーダン派遣施設部隊の活動 8南スーダンが独立していない。 2017

アジア太平洋地域における米軍の最近の動向 30東ティモールが独立していない。香港が独立している。アメリカ-ロシア間の海上国境線があるのに日本と周辺国の海上
国境線がない。サハリン中部に境界線が描画されていない。経緯度の表示が必要。

2012

南西諸島における主要部隊配置状況 44尖閣諸島の位置を間違えている。距離尺が必要。 2017
ハイレベルの二国間会談・協議実績 47サハリン南部がロシア領になっている。 2017

米軍の整備状況 78東ティモール、モンテネグロ、コソボが独立していない。サハリン南部がロシア領になっている。アラル海が縮小前の状
態。

2009

アジア太平洋地域における米軍の最近の動向 78東ティモールが独立していない。香港が独立している。アメリカ-ロシア間の海上国境線があるのに日本と周辺国の海上
国境線がない。サハリン中部に境界線が描画されていない。経緯度の表示が必要。

2012

中国軍の配置と戦力 114南西諸島の形状が歪んでいる。先島諸島が台湾領になっている。陸地部分を切断する表現はおかしい。距離尺が必要。2006
わが国周辺海域における最近の中国の活動のイメージ図 120画質が荒すぎる。方位記号と距離尺が必要。 2009
わが国周辺空域における最近の中国の活動のイメージ図 123画質が荒すぎる。沖縄、宮古島の位置を間違えている。方位記号と距離尺が必要。 2014
ロシア軍の配置と兵力 142エカテリンブルクの位置が違う。経緯度の表示が必要。 2011

東南アジアと日中韓の兵力及び国防予算の比較 161南スーダンが独立していない。南米の大部分とグリーンランド、アイスランド、南極が消滅している。サハリン中部に境界
線が描画されていない。

2009

加盟国の拡大状況 180ベルギーとキプロスがEUに加盟していない。距離尺が必要。 2014
国連平和維持活動一覧 188チュコト半島が切断されている。 2009
沖縄における再編 309沖縄の形状が歪んでいる。 2006
航空機の移駐など 310フィリピンやカリマンタン島が消滅している。距離尺が必要。 2007
沖縄の地政学的位置と在沖米海兵隊の意義・役割 311カリマンタン島が消滅している。 2011
沖縄本土復帰後最大の返還 312沖縄の形状が歪んでいる。距離尺が必要。 2017
代替施設と普天間飛行場の比較 314沖縄の形状が歪んでいる。描画されている島が少なく位置もおかしい。 2017

オスプレイの有用性 322対馬と択捉島、福岡、鹿児島の位置を間違え、得撫島を日本領にしている。南西諸島が異様に太っている。サイパン、
グアム、ソウル、上海の位置を間違えている。ロシア沿海州、サハリンの形状が歪み、位置が違う。方位記号が必要。

2016

わが国及び周辺国の防空識別圏 341得撫島が消滅している。距離尺が必要。 2014
南西諸島における主要部隊配置状況 345尖閣諸島の位置を間違えている。距離尺が必要。 2017
航続距離の比較 347距離測定が誤っている。 2017
宇宙利用のイメージ 355北方領土が日本領でなくなっている。 2017
防衛省・自衛隊におけるサイバー攻撃対処のための総合
的施策

358対馬西方に謎の島が描画されている。 2017

防衛駐在官派遣状況 370モンテネグロ、コソボが独立していない。チュコト半島が独立している。南極大陸が消滅している。ハワイの位置が違う。
サハリン南部がロシア領になっている。

2017

ハイレベルの交流実績 372カリーニングラード州がロシアから独立している。サハリン南部がロシア領になっている。バイカル湖やバルハシ湖が塗
られていない。アラル海が縮小前の状態。

2014

南スーダン周辺図 407モンテネグロ、コソボが独立していない。アフリカの形状が歪んでいる。距離尺が必要。 2014

主要部隊などの所在地 巻末
竹島と尖閣諸島の位置を間違えている。福岡、旭川、名寄の位置が違う。海上国境線を引くのならサハリンや朝鮮半島
も描画するべき。

1997

表2 2017年版『防衛白書』掲載の致命的な誤りがある地図とその初出年一覧
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（参考）2017年版防衛白書

←1997年版防衛白書巻末掲載地図

実際の竹島はこの辺

実際の尖閣諸島はこの辺

地図の色遣いは変わったが、
竹島と尖閣諸島の位置の間違いは
この20年間全く変わらず。
防衛省にとっては国境の島々など
「どうでもいい存在」なのだろう。
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2006年版防衛白書：186頁（部分）

10年以上、沖縄本島の形が歪んだまま。そりゃ知事も怒る。



『防衛白書』に掲載された初めての地図図版（1970年版防衛白書：77頁）

この図は模式図といえる
ので、海岸線等の表現が
稚拙であっても致命的な
問題にならない。
問題は、この程度の画力
で、他の緻密さが要求
される地図を描き続けて
きた点にある。
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公的機関のウェブサイトなどにはしばしば不適切な
地図が掲載される。（中略）要は、地図に対する関
心、配慮が無く、出来上がった地図をチェックする
体制もないのだろう。日本の公的機関の地図リテ
ラシーの問題点を世界に発信し続けているという
点では、反面教師的な意味があると言えようか。

田代博（2016）より
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（Honya Clubホームページより）
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